
錦江湾高校SSH リテラシー講座

論文作成 編

令和８年2月1９日（木）６校時

① 「論文作成」の基本ルール
② 結果と考察を区別して書き
③ 要旨を論理的に書き上げる



研究は「伝わって」初めて完成する
2／13

〇【目指すべき姿：論文】

「〇〇を調べました。△△が分かりました。大変でした。」

×【よくある失敗：活動報告書】

「〇〇という問いに対し、△△というデータから、□□
だと主張する。」

→ 客観的な根拠を用いて、読み手を「説得」する文章

→ 自分が「やったこと」の単なる羅列（日記）



研究動機

研究目的・意義

方法

結果

考察

研究のまとめ

今後の展望

論文執筆の「型」～７段構成～
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なぜこの研究をしたか？

何をしたのか？

結局、最初の問いに対する答えは何か？

どのようなデータがでたか？

なぜ，研究する必要があるのか？

そのデータから何が言えるか？

今後の展望は何か？



先輩の論文
4／13

SRザトウムシ班
Global Scientist Award 文部科学大臣賞
県大会１位
九州大会１位
全国総文祭４位

動機・目的・意義

動機・目的・意義

方法

結果・考察

結果・考察

まとめ・展望

参考文献
引用文献



最重要！「結果」と「考察」を分ける
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結果では・・・

□ 事実だけを書く（推測・感想は入れない）

□ 数字・比較・傾向を書く

□ グラフや表とセットで書く

（例）「アンケート調査の結果、賛成が80%だった。」



＜トレーニング＞ 結果を書いてみよう!!
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＜例題＞
実験：水100mLに砂糖を0g,10g,20g,30g入れて溶かし,甘さを５段階で評価した。

▲よくない例

〇よい例

砂糖を入れるほど甘くなった。

砂糖０ｇのときの甘さは１、10gで２、20gで４、30gで５と
なった。砂糖の量が増えると、甘さの評価は全体として高く
なる傾向が見られた。



最重要！「結果」と「考察」を分ける
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考察では・・・

□ 結果から言えることを言葉にする

□ 「なぜそうなったか」を自分なりに説明する

□ 仮説・予想と比べる

（例）「賛成が80%を占めたことから、この政策は一定の
効果を持つと考えられる。」
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① 結果の要約
結果から、〜という傾向が見られた。

② 理由の説明
 これは、〜だからだと考えられる。

③ 仮説との比較
当初の予想と比べると、〜であった。 

④ 今後・改善
今後は〜を変えて調べることで、さらに

〜がわかると考えられる。

結果から、砂糖の量が多いほど甘さの評
価が高くなることがわかった。これは、
砂糖が水に溶けることで、舌が感じる甘
味成分の量が増えるためだと考えられる。
もともと「砂糖を増やすと甘くなる」と
予想しており、その予想と一致する結果
となった。ただし、20ｇから30ｇの変化
では甘さの差が小さかったため、これ以
上砂糖を増やしても甘さの感じ方には限
界がある可能性がある。

＜トレーニング＞ 考察を書いてみよう!!

＜例題＞
実験：水100mLに砂糖を0g,10g,20g,30g入れて溶かし,甘さを５段階で評価した。



結果

考察

練習問題①
9／13

観察：同じ種類の植物を日なた・日かげで1週間育てた。
•日なた：高さ 12 cm → 18 cm
•日かげ：高さ 12 cm → 14 cm



図とキャプションの入れ方
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＜図・表の入れ方＞

スライドで作成したものを
字体を整えてから
図で張り付ける
※縦横比は変えない！！

＜キャプションの入れ方＞

□ 図の場合 → 下に書く

□ 表の場合 → 上に書く



引用文献と参考文献の違い
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② 参考文献：レポートを書くときに“参考にした”文献
・背景知識として読んだもの、考察のヒントになったもの。
・書くのが望ましい。

① 引用文献：本文の中で、実際に引用した文献。
・本文中に出てくる（引用・要約・データ使用など）
・必ず出典を明記する必要がある。



文献の記し方
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■ 書籍（本）の場合
【書式】著者名（発行年）『タイトル』出版社.
【例】 佐藤健太郎（2020）『科学的思考のレッスン』講談社.

■学術論文の場合
【書式】著者名（発行年）「論文タイトル」『雑誌名』巻（号），ページ.
【例】 田中一郎（2018）「高校生の学習行動に関する調査」『教育研究』45（2），23-31.

■ Webサイトの場合
【書式】著者名または団体名（発行年）「ページタイトル」サイト名，URL（アクセス日）.
【例】文部科学省（2023）「令和5年度 学習状況調査」文部科学省，

https://www.mext.go.jp/（2024年5月1日アクセス）



次はトレーニング予備問題



結果

考察

練習問題②
2／１５

データ：「学校の自習室を利用する頻度」アンケート（n=100）
• 週０回 ：30人
• 週１〜２回：40人
• 週３回以上：30人



結果

考察

練習問題②
2／１５

データ：「学校の自習室を利用する頻度」アンケート（n=100）
• 週０回 ：30人
• 週１〜２回：40人
• 週３回以上：30人

週1〜2回の利用が最も多いのは、部活動や家庭学習とのバランスが取りや
すい頻度だからだと考えられる。週０回の生徒は、自宅で勉強する習慣が
あるか、そもそも自習室の存在や使い方を知らない可能性がある。週３回
以上の生徒は、受験対策や学習意欲の高さが理由として考えられる。今後
は、自習室の使い方を周知したり、利用しやすい環境づくりを進めること
で、利用者が増える可能性がある。

週１〜２回利用する生徒が40人と最も多かった。
週０回と週３回以上の生徒はどちらも30人で、同じ人数だった。



結果

考察

練習問題①
10／13

観察：同じ種類の植物を日なた・日かげで1週間育てた。
•日なた：高さ 12 cm → 18 cm
•日かげ：高さ 12 cm → 14 cm

日なたでは光を多く受けられるため、光合成が活発に行われ、成
長が大きくなったと考えられる。日かげでは光が不足し、光合成
量が少ないため、成長が小さくなったと考えられる。このことか
ら、植物の成長には光の量が大きく影響することがわかる。

日なたの植物は12 cmから18 cmへと6 cm成長した。
日かげの植物は12 cmから14 cmへと2 cmの成長だった。
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